
 

 

 

 

 

「納得
なっとく

解
かい

」  

教頭 宇野宏之祐                                

プルル！ プルル！ 机上の電話がけたたましく鳴りま

した。受話器を取ると、幼稚部の A先生の切羽詰まった声

が聞こえてきました。 

「教頭先生、手を貸してください！」 

事情を聞いてみると、「これから『しゅわっち自立（異学年

合同で行っている自立活動の通称）』で体育館に子どもたち

を連れていきたいが、児童デイサービスの職員とやりとり

する必要があるため、指導者が子どもに付けない。安全面か

らも指導者不在の状況は、何としても避けなければならな

い。また、体育館では小学部の子どもたちや先生方が待って

いて、遅くなると他学年や他学部に迷惑がかかってしまう。

ついては、教頭に手を貸してもらえないか。」という内容で

した。 

私は、幼稚部の子どもたちと関わることができる機会を

もらえたことをとてもうれしく思いました。しかし一方で

「大丈夫だろうか」という不安感も覚えました。時々活動の

様子を見に行っているとはいえ、普段関わりの薄い教頭が、

短時間とはいえ、指導者として付くということは、幼児とい

う発達を考えると、子どもたちにとっては非常に大きな環

境の変化となります。 

普段、接する機会の少ない大人と関わりながら、一つの目

的に向けた行動を共にするということは、コミュニケーシ

ョンの面でも、心理的な面でも、幼児にとっては一大事で

す。これまでの学校生活から共通理解されてきたクラスの

ルールを理解していない大人が指導者として関わることに

よって、普段できていることであっても、途端にできなくな

ってしまうことが十分あり得ると、私は考えたのです。 

期待半分、不安半分の中、私は急いで幼稚部ホールに向か

いました。 

 「（体育館に移動する際の並び方は）背の じゅんばん！」

と女の子。案の定、始まりました。 

普段の学級では、その都度順番を決めて移動するのでし

ょう。一方で、別の男の子が異を唱えました。子どもの表情

や表現から「背の順番だと、またあなたが一番になるでしょ

う。それじゃあ、僕が一番にはなれないじゃないか。別の順

番（僕が１番になる順番）でも良いじゃないか。」といった

幼児の気持ちが読み取れます。じっくり幼児の気持ちを引

き出し、伝え合わせ、決めさせたいものですが、ここで時間

をかけてしまうと、この子どもたちを待っている体育館に

行けなくなってしまいます。 

さあ、大変です。 

 結局、私の心配は取り越し苦労となりました。子どもたち

は、幼稚部ホールでもめることよりも、体育館で待っている

小学部の児童や、「しゅわっち自立」の活動に参加すること

を優先させ、子どもたちはしばらくやりとりした後、何事も

なかったかのように整然と体育館に向い始めました。 

 わずかな時間でしたが、異なる考え方や価値観の違いが

ありつつも、目的達成に向けた行動を優先させるという、

“大人の片鱗”が子どもたちに芽生えていることが分かり

ました。 

今の社会は、VUCA（先いきが不透明で、将来の予測が

困難）の社会とも言われています。こうした難しい時代を生

きていくためには、時には価値観や考え方の違う他者と折

り合いを付けていく力が必要となります。その場で最も優

先すべきことを選択しつつ、互いの「納得解」を導き出すこ

とのできる力が求められていると言えるでしょう。 

Ｊ.デューイが、学校は小さな社会（小規模な社会）であ

ると述べたことは有名な話ですが、小さな社会の中で、将来

の社会の担い手として、子どもたちは着実に育っているよ

うです。 
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１ 日 （ 金 ） 宿 泊 学 習 (小 ５  ６ 月 3 0 日 ～ )  

     校 外 学 習 (中 ２ )  

１ ２ 日 （ 火 ） ２ 計 測 (幼 )  

１ ４ 日 （ 木 ） 修 学 旅 行 (小 6  ～ 1 5 日 )  

２ 日 （ 土 ） 中 体 連 バ ド ミ ン ト ン 全 市 大 会 (女 子 )  １ ５ 日 （ 金 ） 職 場 体 験 学 習 (中 3 )  

２ ０ 日 （ 水 ） 誕 生 会 (幼 )  

 3 日 （ 日 ） 英 検 ① (2 次 )  

      中 体 連 バ ド ミ ン ト ン 全 市 大 会 (男 子 )  

２ １ 日 （ 木 ） 大 掃 除 (小 )  P T A 拡 大 役 員 会  

      夏 の レ ク リ エ ー シ ョ ン (舎 )  

  

４ 日 （ 月 ） 朝 会 (小 )  高 等 聾 学 校 説 明 会 (中 ３ )  

７ 日 （ 木 ） な つ ま つ り (幼 ３ ・ ４ 才 )   

お 泊 ま り 会 (幼 ５ 才  ～ ８ 日 )  

宿 泊 学 習 (中  ～ ８ 日 )  

8 日 （ 金 ） 休 業 日 (幼 ３ ・ ４ 才 )  

１ １ 日 （ 月 ） A L T (小 )  朝 会 (中 )  

２ ２ 日 （ 金 ） 第 1 学 期 終 業 式   

な つ ま つ り (乳 )  大 掃 除 (中 )  

２ ３ 日 （ 土 ） 夏 季 休 業 (幼 ・ 小 ～ ８ 月 1 5 日 、 

             中 ～ 8 月 1 8 日 ） 

２ ５ 日 （ 月 ） 英 検 補 習 (希 望 者 ～ 2 8 日 )  

２ ７ 日 （ 水 ） 中 体 連 全 道 大 会 (バ ド ミ ン ト ン )  

 

 

 

 

今 年 度 の 中 学 部 バ ド ミ ン ト ン 部 は 、 １ 年 生 ２ 名 、２ 年 生 ５ 名 、 ３ 年 生 ４ 名 の 計 １ １ 名 で 活 動 し て い ま す 。 中

学 部 の 全 生 徒 数 が １ ５ 名 で す の で 、そ の ２ /３ 以 上 が 所 属 し て い る こ と に な り ま す 。生 徒 の 実 績 は 、未 経 験 者 か

ら 全 道 大 会 で ３ 位 入 賞 す る 者 ま で 、と て も 幅 広 い で す が 、普 段 の 活 動 は レ ベ ル 別 に グ ル ー プ 分 け し て お り ま す

の で 、 生 徒 は 自 分 の 力 量 に あ っ た 練 習 に 取 り 組 め て い ま す 。  

６ 月 ２ ５ 日（ 土 ）、２ ６ 日（ 日 ）に は 、中 体 連 北 区 南 部 予 選 が 行 わ れ ま す 。こ こ で ベ ス ト ４ 以 上 に 入 る と 、全

市 大 会 へ 進 出 で き ま す の で 、ま ず は 予 選 突 破 を 目 指 し 、日 々 の 練 習 に 励 ん で い ま す 。３ 年 生 は 敗 退 時 で 部 活 引

退 と な り ま す の で 、３ 年 間 培 っ て き た 技 術 と 体 力 、精 神 力 を 発 揮 し て 悔 い の な い 結 果 を 残 し て ほ し い と 思 い ま

す 。 引 き 続 き バ ド ミ ン ト ン 部 へ の 応 援 を よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。（ 文 責 ： 丸 山 ）  

 

 

 

今 年 度 中 学 部 陸 上 部 は ２ 年 生 １ 名 、３ 年 生 ２ 名 の 計 ３ 名 で 活 動 し て い ま す 。砲 丸（ 投 て き ）、 3 0 0 0ｍ（ 長 距

離 ）、 1 0 0 m（ 短 距 離 ） と 様 々 な 種 目 に 分 か れ 、 主 に グ ラ ウ ン ド で 活 動 し て い ま す 。  

 さ て 、今 月 の ２ ５ 日（ 土 ）、２ ６ 日（ 日 ）に は 中 体 連 選 手 権 大 会 が 行 わ れ ま す 。選 手 全 員 が 目 標 に 掲 げ て い る 、

そ れ ぞ れ の 自 己 ベ ス ト タ イ ム を 更 新 で き る よ う 頑 張 っ て き ま す の で 、 応 援 を よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。（ 文

責 ： 貝 沼 ）  

部活動紹介  

 

 

6 月 3 日（ 金 ）に 小 学 部 運 動 会 が 行 わ れ ま し た 。雨 天 が 続 き 本 番 の グ ラ ウ ン ド コ ン デ ィ シ ョ ン が 心 配 で し た

が 、子 ど も た ち の 願 い が 届 き 無 事 開 催 す る こ と が で き ま し た 。今 年 度 は「 徒 競 走 」「ダ ン ス 」「運 命 走 」「紅 白 リ

レ ー 」の 1 人 4 種 目 の 参 加 で 、肌 寒 い 中 、寒 さ を 吹 き 飛 ば す よ う に 一 生 懸 命 走 り 、最 後 ま で ど ち ら が 優 勝 す る

か 手 に 汗 握 る 内 容 と な り ま し た 。 結 果 は 紅 組 が 優 勝 で し た が １ ４ ０ 対 １ ３ ８ で 本 当 に 僅 差 で し た 。 保 護 者 の

方 々 に 見 て い た だ き 、子 ど も 達 も 良 い 緊 張 感 の 中 で 学 習 の 成 果 を 発 揮 す る こ と が で き ま し た 。こ の 経 験 を 今 後

の 活 動 に 活 か し て い け た ら と 思 い ま す 。保 護 者 の 皆 様 、平 日 の お 忙 し い 中 に も 関 わ ら ず 、応 援 に 足 を 運 ん で い

た だ き 誠 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。（ 文 責 ： 桑 畠 ）  

運動会の思い出（小学部）  

 
 

６ 月 １ ０ 日（ 金 ）に 幼 稚 部 の 運 動 会 が 開 催 さ れ ま し た 。青 空 の 下 、元 気 い っ ぱ い に 競 技 を 行 う 事 が で き ま し

た 。 開 会 式 で は 年 長 組 さ ん が 選 手 宣 誓 や 『 運 動 会 の 歌 』 を 歌 っ て く れ ま し た 。 家 族 に 見 守 ら れ な が ら 、 ど の 子

も 練 習 の 成 果 を 発 揮 す る こ と が で き ま し た 。（ 文 責 ： 松 田 悦 ）  

運動会を終えて（幼稚部）  

令和４年度  第１学期終業式について 
 １  期  日  令 和 ４ 年 ７ 月 ２ ２ 日 （ 金 ）   

〔 夏 季 休 業 日  幼 稚 部 ・ 小 学 部 ： 令 和 ４ 年 ７ 月 ２ ３ 日 （ 土 ） ～ 令 和 ４ 年 ８ 月 １ ５ 日 （ 月 ）   

中 学 部 ： 令 和 ４ 年 ７ 月 ２ ３ 日 （ 土 ） ～ 令 和 ４ 年 ８ 月 １ ８ 日 （ 木 ）〕  

２  日  程      

（ １ ）  幼 稚 部  学 級 指 導               ９ ： ３ ０ ～ １ ０ ： ０ ０   

終 業 式               １ ０ ： ０ ０ ～ １ ０ ： １ ５   

学 級 指 導              １ ０ ： ２ ０ ～ １ ０ ： ３ ０   

学 級 懇 談              １ ０ ： ３ ０ ～ １ １ ： ０ ０   

(下 校 時 刻  ３ 歳 :１ １ ： ０ ５ 、 ４ 歳 :１ １ ： １ ０ 、 ５ 歳 :１ １ ： １ ５ )   

（ ２ ）  小 学 部   終 業 式                  ８ ： ５ ０ ～   ９ ： ０ ０   

学 級 指 導                ９ ： ０ ５ ～   ９ ： ３ ５   

学 級 懇 談 、 放 課          ９ ： ４ ５ ～ １ ０ ： ３ ０   

（ ３ ）  中 学 部   １ 、 ２ 校 時  授 業   

        終 業 式                １ ０ ： ４ ５ ～   

掃 除 ・ 学 級 指 導 、 放 課  １ １ ： ０ ０ ～ １ １ ： ３ ５   

※  下 校 時 刻 は 、 幼 稚 部 ３ 歳 が １ １ 時 ５ 分 、 ４ 歳 が １ １ 時 １ ０ 分 、 ５ 歳 が １ １ 時 １ ５ 分 、  

小 学 部 が １ ０ 時 ３ ０ 分 、 中 学 部 が １ １ 時 ３ ５ 分 と な っ て い ま す 。  

バドミントン部  

陸上部  


